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企業理念　沿革　新中期経営計画
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横濱電線製造（株）と米国B.F.グッドリッチ社
との折半出資により、横濱護謨製造（株）として
神奈川県横浜市裏高島町に設立。
横浜市に平沼工場を建設。
関東大震災により、平沼工場の操業を中止し、
本社を東京市麹町区に移転。
三重県度会郡に三重工場を建設。
本社を東京都港区に移転。
静岡県三島市に三島工場を建設。
東京、大阪証券取引所市場第一部に上場。
神奈川県平塚市に平塚製造所を建設。
環境貢献商品第1号（空気式防舷材）を開発。
商号を「横浜ゴム（株）」に変更。
愛知県新城市に新城工場を建設。
米国にタイヤ販売会社「ヨコハマタイヤ
コーポレーション」を設立。
環境改善部を設置。
茨城県東茨城郡に茨城工場を建設。
広島県尾道市に尾道工場を建設。
米国にタイヤ製造会社「GTYタイヤ
カンパニー」を米国ゼネラルタイヤ社、
東洋ゴム工業（株）との合弁で設立。
米国タイヤ製造会社「モホークラバー 
カンパニー」を買収。
「モホーク ラバー カンパニー」を「ヨコハマ
タイヤ コーポレーション」に合併。
環境保護推進室を設置。

1996年

1998年

2001年 

2004年

2005年

2006年

2007年

沿革

企業理念

心と技術をこめたモノづくりにより、

幸せと豊かさに貢献します

・技術の先端に挑戦し、新しい価値を創り出す

・独自の領域を切り拓き、事業の広がりを追求する

・人を大切にし、人を磨き、人が活躍する場をつくる

・社会に対する公正さと、環境との調和を大切にする

基本理念
経営方針

※薄いグリーン文字は環境貢献活動に関する項目です。
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新中期経営計画「GD100」

横浜ゴムグループは、創業100周年の2017年度に、
売上高1兆円、営業利益1,000億円の事業規模を持ち、
企業価値・市場地位において、独自の存在感を持つ
グローバルカンパニーになることを目指す新中期
経営計画「グランドデザイン100（GD100）」を策定、
2006年4月から「フェーズ｡ 」（2006～2008年度）
をスタートさせました。「GD100」では、タイヤ、MB
部門が策定した事業戦略、技術戦略によって、事業

規模の拡大・成長を目指しますが、同時にグローバル
カンパニーにふさわしい社会的責任を果たしていく
方針です。このため、基本方針に「良いモノを、安く、タイ
ムリーに」というメーカーとしての基本姿勢に加え、
「トップレベルの環境貢献企業になります」、「高い
倫理観を持ち、顧客最優先の企業風土を作り上げ
ます」を掲げました。

売上高
1兆円

営業利益
1,000億円4,519億円

5,600億円

219億円

4,004億円

232億円
350億円

GD100のビジョンと「フェーズ｡」の位置付け GD100「フェーズ｡」の数値目標
単位：億円
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2005年度実績 2006年度実績 2007年度予想 2008年度目標

フェーズ｡

GD100のビジョンと基本方針

創業100周年にあたる2017年度に
企業価値・市場地位において、独自の存在感を持つ

グローバルカンパニーを目指します

長期財務目標（2017年度）
売上高1兆円、営業利益1,000億円、営業利益率10％

基本方針
良いモノを、安く、タイムリーに

トップレベルの環境貢献企業になります
高い倫理観を持ち、顧客最優先の企業風土を作り上げます

※2007年度予想は2007年8月9日発表の数値です。




